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2027年２月期通期業績予想および 
配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2026年４月 14日に公表した業績予想および配当予想を下記のとお

り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 
１．通期連結業績予想の修正について 

（１）2027年２月期通期連結業績予想数値の修正（2026年３月１日～2027年２月28日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

37,000 

百万円 

2,400 

百万円 

2,700 

百万円 

1,550 

円 銭 

168.77 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 40,000 4,500 4,800 2,800 304.87 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ＋3,000 ＋2.100 ＋2,100 ＋1,250  

増 減 率            （％） ＋8.1％ ＋87.5％ ＋77.8％ ＋80.6％  

（ご参考）前期実績 

（2026年２月期） 
34,871 2,367 2,704 1,525 166.23 

 
（２）修正の理由 

 当社グループにおいては、中国を除く拠点で自動車生産台数が増加したことに伴い、ダイカスト用

油剤をはじめ多くの油種で販売が増加しました。加えて、国内外で原材料価格引き上げに伴う価格是

正が進んだこと等により、売上高は当初の予想を上回る見込みとなっております。 

また、データセンター向けハードディスク表面潤滑剤をはじめとする高付加価値製品の売上高が増

加したこと、ホットメルト接着剤部門での不採算製品の整理が進んだこと等の要因により、営業利益、

経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は予想を上回る見通しとなっております。 

 このような状況を踏まえ、2027年２月期通期連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 



２．配当予想の修正について 

（１）2027年２月期の配当予想の修正 

 

年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

（2026年４月14日公表） 
25円00銭 30円00銭 55円00銭 

今 回 修 正 予 想 － 70円00銭 95円00銭 

当 期 実 績 25円00銭 － － 

前 期 実 績 

（2026年２月期） 
20円00銭 35円00銭 55円00銭 

 

（２）修正の理由 

 当社は、利益配分につきましては、株主還元を経営上の重要課題と位置づけ、株主の皆様には経営

成績等を勘案し、利益還元を行うとともに、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留

保を確保することを基本方針としております。また、連結配当性向30％以上を中長期的な目標とし

て取り組んでおります。 

上記方針に基づき、通期連結業績予想の修正を踏まえ、2027年２月期の期末配当予想を、前回発

表予想から１株当たり40円増配の70円へ修正いたします。 

これにより、年間配当金は１株当たり95円00銭となる予想です。また、通期連結業績予想に対す

る連結配当性向は31％程度となる見込みです。 

なお、上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績等はこの後もさまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


